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悠翔会暮らしケアクリニック
• 書類：特別看護指示書、ワクチン指示書等
• 特別看護指示書とは..

• 急性感染症等の急性増悪時、末期の悪性腫瘍等以外の終末期、退院直後で週4回以上
の頻回な訪問看護の必要を認めた場合に主治医の診療により1人につき1月に1回限り
交付するもの（特別訪問看護指示書の指示期間中は、医療保険の訪問看護になる）
特別訪問看護指示書が交付された日から十四日以内は毎日訪問看護を行うことがで
きる

• 但し、気管カニューレを使用している状態にある患者、真皮を越える痤瘡の状態に
ある患者の場合は1月に2回まで交付することができる。





移動中の車内にて
• 認知症患者の身体的拘束を日本では入院患者に対し行う傾向が
あるが海外では原則として行わないというお話をお聞きした

• そこで実際に身体的拘束がどの程度患者にとって不利益となっ
ているか興味をもち、論文”Association of physical restraint 
duration and undesirable outcomes amongst inpatients comorbid with 
dementia and pneumonia in acute care settings” を読んだ。





Introduction
• 認知症患者に対し身体的拘束が頻繁に行われており、転倒や自己抜去を防
ぐ目的があるとされているが、実際に効果があるかは議論の余地がある。
その上身体的拘束は患者の自己決定権や尊厳を損なうという倫理的問題を
含んでいる。

• 本論文では入院期間全体にわたる身体拘束が患者の不利益となる最大のリ
スクであるという仮定のもと研究を行った。
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